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■ 教育理念・目的

• 平成元年４月 広島県立大学開学（前身は広島農業短期大学（昭和29年4月開学））

• 平成６年４月 広島県立大学に大学院生物生産システム研究科（修士課程）開設

• 平成10年４月 広島県立大学に大学院生物生産システム研究科（博士課程）開設

• 平成17年４月 県立３大学（広島県立大学、広島立広島女子大学、 広島県立保健福祉大学）

 の統合・再編により、県立広島大学開学。同時に大学院も統合・再編により

 総合学術研究科（生命システム科学専攻（博士課程前期・後期）、人間文化

 学専攻、経営情報学専攻、 保健福祉学専攻（いずれも修士課程））開設。

• 平成19年４月 公立大学法人県立広島大学設立

• 平成26年２月 広島県立大学廃止

• 平成26年９月 生命システム科学専攻（博士課程前期）に

学位取得のための講義を英語で実施する留学生受入制度を導入

• 平成30年４月 専攻内の教育研究分野を再編成し、応用生命科学、生体機能制御学、

食品資源科学、環境科学の４分野とする。

• 令和3年４月 広島県公立大学法人に名称変更

■ 沿革

生命科学、食品資源科学、環境科学に関する高度
な教育研究の中で、人類が抱える諸問題の解決に
取り組む専門性の高い人材を養成することを目的
としています。

生命科学、食品資源科学、環境科学等の諸問題に
対し、高度な専門知識、創造力及び問題解決能力
をもって柔軟に取り組む指導的役割を担うことが
出来る国際的な視野を持った人材を育成します。

■ 人材育成目標



～真理の探究が育む未来を切り拓く力～

本専攻では、生命科学、食品資源科学、環境科学に関

する高度な教育研究の中で、人類が抱える諸問題の解

決に取り組む専門性の高い人材を養成することを目的

としています。

博士課程前期では、応用生命科学分野、食品資源科学

分野、環境科学分野の各分野において、それぞれの分

野の専門家である教員の指導の下、高度な専門知識や

技術をもった研究スペシャリストを育成します。また、

研究成果を基盤とした産学官連携・地域貢献活動を推

進しています。博士課程後期からは、生体機能制御学

分野も加わり、高度な専門知識、創造力及び問題解決

能力をもって柔軟に取り組む指導的役割を担うことが

できる国際的な視野を持った人材を育成します。修了

生は化学・製薬、医療・福祉、公務員、博士研究員・

大学教員など、様々な分野で活躍しております。

大学院の標準修学期限は、博士課程前期で2年、後期

で3年と、決して長いものではありません。しかし学

部教育で学んだことを基礎に、自ら考えて課題に取り

組む能力が養われ、飛躍的に成長するのがこの時期で

す。大学院での学びを、生涯にわたる学びや研鑽の礎

として活かし、地域および国際社会において活躍され

ることを期待しています。

生命システム科学専攻長

金岡 雅浩

■専攻長ごあいさつ



〇 応用生命科学分野

概 要 分野を構成する科目群 担当教員

生命科学領域を基盤として、
タンパク質、糖、脂質や遺伝子
などの生体分子レベルで生命を
高度に探求し、細胞活動や生物
機能を解明して、その成果の社
会還元を図る。

分子植物病理学 安藤 杉尋

細胞外マトリックス学 伊原 伸治
(R9年度は開講なし)

植物分子遺伝学 金岡 雅浩

細胞機能制御学 齋藤 靖和

進化ゲノム情報学 菅 裕

応用植物科学 福永 健二

超分子構造学 八木 俊樹

分子生理学 山下 泰尚

生体機構学 阿部 靖之

生体ストレス応答学 岡田 守弘



〇 生体機能制御学分野（博士課程後期のみ）

概 要 分野を構成する科目群 担当教員

分子・細胞レベルでの生
体の機能制御を高度に探
究し、その解明を通して、
先進医療技術や医薬品開
発などの健康科学領域を
基礎・応用的に展開する。

運動制御学特論
金井 秀作

  (博士課程後期のみ)



〇 食品資源科学分野

概要 分野を構成する科目群 担当教員

生物の育種や生産技術、製造や流
通までを高度に探究し、食品資源
領域にかかわる生物機能を解明し
て、その有効利用を図る。

植物栄養管理学 岡元 英樹

植物細胞培養工学 荻田 信二郎

食品加工貯蔵学特論
谷本 昌太

 (博士課程後期のみ)

農業経営学 朴 壽永

応用脂質化学 山本 幸弘

果樹園芸学 藤田 景子
(博士課程前期のみ)

食品評価学 馬渕 良太

ファーミングシステム学 村田 和賀代
(博士課程前期のみ)

食品製造工学 吉野 智之
(博士課程前期のみ)

食農マーケティング学 川辺 亮
（博士課程前期のみ）

リズム植物生育学 谷垣 悠介
(博士課程前期のみ)

施設園芸学 古山 真一
（博士課程前期のみ）



〇 環境科学分野

概要 分野を構成する科目群 担当教員

生物圏における物質循環の把握、
予測、予防のための科学技術を
探求し、環境・資源計測システ
ム等の構築に取り組むとともに、
陸域・水圏などの環境・生態系
の分析を通して、地球規模での
修復・保全技術の開発などに取
り組む。

環境物質動態学 尾崎 則篤

環境材料化学 大竹 才人

環境マネジメント工学 小林 謙介

環境リスク学 橋本 温

大気環境学 米村 正一郎

環境高分子化学 青栁 充

環境機器分析学 小関 良卓

水圏環境化学 内藤 佳奈子
(博士課程前期のみ)

無機分析化学 西本 潤

環境システム評価分析学
特論

折本 寿子
 (博士課程後期のみ)

環境災害情報 特論 重安 哲也
  (博士課程後期のみ)

環境データ統計解析
特論

冨田 哲治
  (博士課程後期のみ)

環境知能システム 特論 韓 虎剛
  (博士課程後期のみ)
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